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１．概要（Summary） 

 細胞集団内の細胞間相互作用を計測するため、単一細

胞に薬剤刺激を与え、刺激応答が周囲の細胞に伝搬す

る様子を観察する実験技術の開発に取り組んだ。そのた

め、本支援事業に基づき複数の支援装置群を利用し、細

胞集団内の中の一個の細胞に限定的に薬剤を与えるマ

イクロ流路デバイスの開発を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

 当研究グループでは、これまで単一細胞の局所に薬剤

刺激を与え、細胞内部の応答を計測するデバイスを開発

してきた[参考文献 1]。本研究は、その技術を細胞集団内

の１個の細胞に刺激を与え、細胞間の応答反応の伝搬を

計測することに応用し、細胞間相互作用の定量的な評価

を行うことを目的とした。 

 本事業の支援に基づき以下の装置群を利用してマイク

ロ流体デバイスの開発を行った。まず流路パターンをマ

スク描画装置（ハイデルベルグ社製 DWL-66-K1）を

用いて作製し、それを基に片面マスクアライナ（ミカサ

社製 MA-10 型）によってマイクロ流路鋳型を形成、シリ

コーン樹脂による型どりを行い、マイクロ流路を作製した。

作製したデバイスは走査電子顕微鏡（ＪＥＯＬ社製 

JCM-5700LV）によって寸法計測を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 作製したマイクロ流路デバイスの薬剤刺激時の実験構

成、および、本デバイスを用いた細胞集団の観察像を

Fig.1 に示す。細胞集団を固定するための微小構造と薬

剤刺激を与えるための２本のマイクロ流路構造からなり、

実験の結果、細胞集団内の１個の細胞に刺激を与えるこ

とに成功した。今後、集団内の各細胞の応答反応を可視

化計測することで、刺激応答の伝搬を計測できるよう

になることが期待される。 

 

 

Fig.1．Microfluidic device for stimulating single 

cells 
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